
こ障福第 1111号 

令和４年７月 29日 

横浜市内の障害児通所支援事業所 管理者 様 
横浜市こども青少年局障害児福祉保健課長 

 
 
【新型コロナウイルス関連】新型コロナウイルス感染症発生時対応に係る「感染の可能性がある方」を

各事業所で特定する場合の待機期間の見直しについて(通知) 

 
 本市の児童福祉施策の推進につきまして、格段の御協力をいただき厚く御礼申し上げます。 
 事業所におかれましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、日々ご対応いただき、

心より御礼申し上げます。 
 さて、令和 4年 7 月 22 日付厚生労働省事務連絡「B.1.1.529系統（オミクロン株）が主流である間の

当該株の特徴を踏まえた感染者の発生場所毎の濃厚接触者の特定及び行動制限並びに積極的疫学調査の

実施について」が発出され、「オミクロン株については、感染・伝播性やその倍加速度が高い一方、重

症化率は低い可能性が示唆されるなど、その特徴が徐々に明らかになって」きたとされ、濃厚接触者の

特定等に係る考え方の見直しがなされています。 

このことを踏まえ、令和４年２月４日こ障福第 3056 号「【新型コロナウイルス関連】新型コロナウイ

ルス感染症の濃厚接触者待機期間等について(通知)」により、濃厚接触者として特定された方の待機期

間及び、事業所の休業等の判断の参考として「感染の可能性がある方」を各事業所で特定する場合の待

機期間について、これまで７日間となっていたところを５日間に短縮することとします。また、当該感

染者の発症日（無症状の場合は検体採取日）等を０日目として、２日目及び３日目の抗原定性検査キッ

トを用いた検査で陰性を確認した場合、３日目から解除を可能とします（乳幼児は除く）。具体的な対

応については、同通知のほか、別添 Q＆A をご覧ください。なお、本通知に基づく対応は本日より適用

することとします。 
 
※今後、情勢の変化により国や県から新たな考え方が示され、対応を変更する必要がある場合は、随

時お知らせします。 
 
【添付資料】 
（１）令和４年２月４日こ障福第 3056 号【新型コロナウイルス関連】新型コロナウイルス感染症の濃

厚接触者待機期間等について(通知) 
（２）令和 4 年 7 月 22 日付厚生労働省事務連絡 B.1.1.529 系統（オミクロン株）が主流である間の当

該株の特徴を踏まえた感染者の発生場所毎の濃厚接触者の特定及び行動制限並びに積極的疫学調査の

実施について 
 

【担当】横浜市こども青少年局障害児福祉保健課 

電話 045-671-4274 FAX 045-663-2304 

 

【参考】新型コロナウイルスにかかる横浜市内の障害児通所支援事業所の報告について 

    児童や職員に陽性者等が確認された場合については、これまでどおり以下の報告フォームでの

ご報告に協力いただきますようお願い申し上げます。 
URL:https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/ca916ab5-fa64-46b2-9e55-

1ade8cfabc7f/start 

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/ca916ab5-fa64-46b2-9e55-1ade8cfabc7f/start
https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/ca916ab5-fa64-46b2-9e55-1ade8cfabc7f/start


≪Ｑ＆Ａ≫ 

 

Q （本日時点で）すでに当該事業所内で感染が発生したことにより、事業所の判断により感染の可能性

がある方として特定している児童について、この通知の取扱いにより直ちに解除することも可能か？ 

 

A そのとおりです。 

 

Q 「感染の可能性がある方」の特定は、必ずしも行う必要はないという取扱いには変更はないか？ 

 

A 令和４年７月 22 日付厚生労働省発の事務連絡の趣旨を踏まえ、社会経済活動との両立を図るため、

保健所と改めて濃厚接触者の特定について協議をした結果、保育所等で新型コロナウイルス感染者が確

認された場合、濃厚接触者の特定を行わないこととしています。（保育所等には放課後等デイサービスを

運営する事業所を含むこととします。）このことを踏まえ、各事業所による「感染の可能性がある方」の

特定に係る取扱いについても、変更をしません。 

 

Q 当事業所には、重症化のリスクが高いと思われる児童が在籍しているため、感染の可能性がある方の

特定をすべきだと思うが、実施してもよいか？ 

 

A 在籍児童の状況を踏まえ、感染の可能性がある方の特定が必要と判断される場合には、感染の可能性

がある方の特定を行っても構いません。 

 

Q 保育所等では、濃厚接触者の特定をやめると聞いている。障害児通所支援事業所も同様の取扱いをし

ないのか？ 

 

A オミクロン株 BA.5 系統への置き換わりが進み、新型コロナウイルス感染症の感染者数が急増する一

方、重症者数が抑えられている状況を踏まえ、社会経済活動との両立を図るため、保健所と改めて濃厚

接触者の特定について協議をした結果、保育所等で新型コロナウイルス感染者が確認された場合、施設

による濃厚接触者の特定を行わないこととしています。 

 障害児通所支援事業所では、令和４年２月４日付本市通知においても、すでに各事業所による「感染

の可能性がある方」の特定について、必ずしも行う必要がないという考え方を示しているため、特に取

扱いの変更は想定していません。 

 

Q 事業所において感染の可能性がある方の特定を行ったことにより、人員の不足等が生じた場合であっ

ても減算の取扱いはしないという特例については継続するのか？  

 

A  継続します。 

 



こ障福第 3056号 
令和４年２月４日 

横浜市内の障害児通所支援事業所 管理者 様 
 

横浜市こども青少年局障害児福祉保健課長 
 
【新型コロナウイルス関連】新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者待機期間等について(通知) 

 
 本市の児童福祉施策の推進につきまして、格段の御協力をいただき厚く御礼申し上げます。 
 事業所におかれましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、日々ご対応いた

だき、心より御礼申し上げます。 
 さて、1月 21日付で各事業所あてにご連絡したオミクロン株の患者の濃厚接触者の待機期間の

取扱いについて、この度、１月 28 日付で厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策本部から改

正通知が発出され、待機期間を原則７日間で８日目に解除、社会機能維持者については２日にわ

たる検査を組み合わせることで、５日目に解除という取扱いが示されましたので、お知らせしま

す。 
 また、事業所の関係者等に陽性者が発生した場合、各事業所において休業について判断をして

いただいています。今般、保健所（各区役所福祉保健課）による行動調査が困難な場合に、事業

所の休業等の判断の参考として、「感染の可能性がある方」を特定する際の参考例をお示ししま

す。 
なお、今後、情勢の変化により国や県から新たな考え方が示され、対応を変更する必要がある

場合は、随時お知らせします。 
 

１ １月 28 日付 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策本部から改正通知 概要 

（１）濃厚接触者について 
・原則、７日間で８日目から解除 
・業務への従事が事業の継続に必要である場合は、事業者の費用負担により、４日目及び５日

目の抗原検査で陰性確認後、５日目から解除が可能 
・ただし、10 日間を経過するまでは、検温など自身による健康状態の確認や会食等を避ける

こと等の感染対策を求める 
 
（２）無症状患者について 

・検体採取日から７日間を経過した場合には８日目に療養解除 
・濃厚接触者と同様、10 日間を経過するまでは、検温など自身による健康状態や会食等を避

けること等の感染対策を求める 
 
２ 「感染の可能性がある方」の考え方について 

（１）概要 
事業所の関係者等に陽性者が発生した場合、引き続き、各事業所において休業について判断

をお願いします。保健所（各区役所福祉保健課）による行動調査が困難であり、濃厚接触者の

特定がなされない場合、事業所の休業等の判断の参考として、「感染の可能性がある方」を各事

業所で特定することとし、その判断例をお示しします。 



 
（２）感染の可能性がある方の考え方 
  「感染の可能性がある方」とは、濃厚接触者の定義に準じ、以下のとおりとします。 
 （ア）対象 
   調査対象は、発症日または検査日から２日前まで間に、利用・勤務していた児童・職員で

す。発症日（無症状の場合は検査した日）は、陽性者または保護者からの聞き取りにより、確

認します。 
（例）発症日 １月 20 日  最終利用日 １月 20 日 →調査対象 １月 20 日、19 日、18 日 

    発症日 １月 20 日  最終利用日 １月 19 日 →調査対象 １月 19 日、18 日 
    発症日 １月 20 日  最終利用日 １月 18 日 →調査対象 １月 18 日 

発症日 １月 20 日  最終利用日 １月 17 日 →調査対象無し 
 （イ）基準 

・患者（確定）と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があった者 
・適切な感染防護無しに患者を診察、看護若しくは介護した者 
・患者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物に直接触れた可能性のある者 
・手で触れることのできる距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防策なしで、患者

と 15 分以上の接触があった者 
※ 横浜市 HP「新型コロナウイルス感染症に関する「よくある質問」について」より引用 

 
（３）職員が陽性となった場合 
   職員は、常時マスクを着用し、休憩・食事の際も十分な感染防止対策がとれています。その

ため、原則、陽性となった職員と接触していても「感染の可能性がある方」に特定しません。 
ただし、マスクを外して会話をしながら食事を共にした職員や児童がいる場合等は「感染の可

能性がある方」に該当します。 
 

（４）児童が陽性となった場合 
   陽性になった児童と接触した場合であっても、陽性になった児童がマスクをしていなくて

も、職員はマスクを常時着用していれば「感染の可能性がある方」に特定しません。 
   児童は個々の状況に応じて判断しますので、参考例を確認ください。 
 
（５）注意事項 
  「感染の可能性がある方」は事業所の休業等の判断のために、各事業所で判定するものです。

保健所の特定する濃厚接触者とは異なります。そのため、利用児童が「感染の可能性がある方」

となったとしても、学校への登校の可否については各事業所で判断しないで、保護者が各学校や

保健所に相談するようにしてください。また、感染者等への人権の配慮をお願いします。 
  「感染の可能性がある方」の特定は、必ずしも行う必要はありません。濃厚接触者が特定され

るまで、事業所を休業することも引き続き想定されます。各事業所の判断によって実施の有無や

休業の判断をお願いします。 
 
 
 



３「感染の可能性がある方」の参考例 

  
 質問 判断例 
１ 児童陽性の場合、同じ利用日の児童は「感

染の可能性がある方」に該当するのか。 
生活を共にした児童は、感染のリスクが高いた

め、該当します。なお、換気が十分になされて

おり、広い空間で、活動を共にしていない場合

は該当しないと考えます。 
２ 日中、マスクをしている児童も感染の可能

性がある方に該当するのか。 
児童でも、マスクをきちんと着用し、感染対策

をとれていると判断できる場合は、個々の状況

（マスク等の着用等の状況等）に応じて、該当

しないと判定することもできます。 
３ 職員の食事について、黙食を徹底している

が、該当するのか。 
十分な感染防止対策を取っていた場合は該当し

ないと考えます。 
４ 職員の食事について、向き合わずに食事を

するなど、感染対策を徹底しているが、該

当するのか。 

十分な感染防止対策を取っていた場合は該当し

ないと考えます。 

５ 児童が「感染の可能性がある方」に該当し

た場合、ＰＣＲ検査や抗原検査キットで陰

性ならば利用可能か。 

「感染の可能性がある方」は、濃厚接触者の定

義に準ずる取扱いとします。児童はワクチンが

接種できておらず、また感染防止対策が十分で

ない可能性があることから、ＰＣＲ検査等を受

けて陰性であっても、自宅待機期間である７日

間は、事業所の利用は原則できません。 
８日目以降、症状がなければ利用可能です。 

６ 職員が「感染の可能性がある方」に該当し

た場合、ＰＣＲ検査や抗原検査キットを受

けて陰性ならば、１日目から出勤可能か。 

陽性者と接触してから、抗原検査キットによ

り、４日目と５日目に検査をし、共に陰性なら

ば５日目から出勤可能です。 
７ 送迎車が一緒だった場合、該当するのか。 

 
送迎車内でも、換気がなされ、座席も間隔をあ

けて座っている状態であれば該当しないと考え

ます。 
８ 陽性児童と特に密接に関わった職員（連続

して 15 分以上、だっこしていた等）は、

該当するのか 

陽性となった児童と特に密接に関わった職員

は、マスクの有無に関わらず該当します。ただ

し、特に密接に関わっていない職員がマスクを

していれば、児童のマスクの有無に関わらず該

当しません。 
 

【担当】横浜市こども青少年局障害児福祉保健課 

電話 045-671-4274 

FAX 045-663-2304 

 

【参考】新型コロナウイルスにかかる横浜市内の障害児通所支援事業所の報告について 

    児童や職員に陽性者等が確認された場合にご報告いただく内容を整理させていただく

とともに、報告フォームを掲載させていただきました。事業所関係者の陽性者等の発生

については報告フォームでのご報告に協力いただきますようお願い申し上げます。 

 
URL:https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/ca916ab5-fa64-46b2-9e55-
1ade8cfabc7f/start 
 

 

 

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/ca916ab5-fa64-46b2-9e55-1ade8cfabc7f/start
https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/ca916ab5-fa64-46b2-9e55-1ade8cfabc7f/start


 

【参考】こ障福第 1177号 令和２年７月 16日 横浜市立学校において新型コロナウイルスが

発生した場合の対応について 抜粋 

 

【事業所継続の判断について】 

    原則、各事業所において、休業について判断することとなりますが、利用者等に感染者が発

生した場合、感染拡大防止の観点から、原則、事業所の自主休業をお願いします。 

利用者等が保健所から濃厚接触者と特定された場合は、その利用者等に自宅待機をお願い

するとともに、継続して利用する児童等の健康管理に十分留意したうえで、事業所を継続、

または、自主休業としてください。 

児童の保護者や職員の同居の家族が濃厚接触者となった場合、児童本人等に発熱等の症状

がみられない場合は、利用を停止することはできませんが、保護者と相談の上、感染拡大防

止の観点から自主的に利用を自粛できないか保護者と相談してください。 

 
【利用児童及び保護者への対応】 

利用児童等が感染者等となったことにより、事業所を休止する場合において、休止理由を保

護者に伝える場合については、必ず利用児童の保護者等に同意を得たうえで、案内するように

してください。保護者等の同意なしに、事業所だけの判断で他の保護者に休止事由を伝えるこ

とがないようにお願いします。 

 

【関係機関への連絡】 

保健所の調査等を待たずに、取り急ぎ、各事業所において、併用する他の放課後等デイサ

ービス等に連絡する必要がある場合は、感染者等の人権に配慮し保護者の同意を得たうえで

、連絡するようにしてください。 

 

【休校学校の利用児童について】 

各学校で感染者が発生した場合、保健所が濃厚接触者を特定するまでに数日程度時間がか

かる場合があります。各学校において濃厚接触者が特定されるまでの間については、児童本

人等に発熱等の症状がみられない場合は強制的に利用を停止することはできません。 

ただし、感染拡大防止の観点から自主的に利用を自粛できないか保護者と相談してくださ

い。また、その際には各事業所において、別室でサービス提供を行う等の感染拡大防止に留

意したサービス提供の実施が可能かどうかを検討してください。 

また、真にやむを得ない理由で利用を継続する場合については、感染拡大防止に留意の上

サービス提供をお願いします。 
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